
縁

起

法

頒

の

一

考

察

風

間

敏

夫

(
1
)

宝
林
伝
本
の
四
十
二
章
経
に

(1
)
 
仏言
、
辞
親
出
家
、
誠
心
達
本
、
解
無
為
法
、
名
日
沙
門
、
…
…

(2
)
 
仏言
、
出
家
沙
門
者
、
断
欲
去
愛
、
誠
自
心
源
、
達
仏
本
理
、
悟
無
為

法
、
…
…

と
あ
り
、
後
者
働
は
殆

ど
そ

の
ま
ま
祖
堂
集
巻

一
の
釈
迦
牟
尼
仏
章

(p
.
 
12
 1
.
 23)
 に
、
釈
尊
成
道
直
後

の
説
法
と
し
て
採
用
さ
れ

る
。

(2
)

す
で
に
馬
祖
の
示
衆
に
、

(3
)
 
一切
法
皆
是
心
法
、

一
切
名
皆
是
心
名
。
万
法
皆
従
心
生
。
心
為
万
法

之
根
本
。
経
云
、
誠
心
達
本
源
、
故
号
為
沙
門
。

(3
)

と
あ
り
、
黄
漿
も
経
の
句
と
せ
ず
に
、

(4
)
 
身心
自
然
、
達
道
誠
心
。
達
本
源
故
、
号
為
沙
門
。
沙
門
果
者
、
息
慮

而
成
、
不
従
学
得
。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
馬
祖
の
引
く

「
経
は
、
曾
て
宇
井
伯
寿
氏
が

言
わ
れ
た

よ
う
に
、
『
中
本
起
経
』
の
上
に
、
仏
陀
が
頻
陛
を
し

て
優

波
替
 
(舎
利
弗
)
 を
説
か
し
め
る
時
の
偶
の

一
部
で
あ
り
、
も

と
も

と

仏
伝
の
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
智
顕

の

『
釈
禅
波
羅
蜜
次

第
法
門
』
第
三
之
上
に
、
体
真
止
を
説
く
経
証
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
て

居
り
、
当
時
以
来
の
実
践
的
な
仏
教
徒
を
導

い
た
句
」
で

あ

る

こ
と

(4
)

が
、
柳
田
聖
山
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

頻
陛
の
偶
、

つ
ま
り

「
縁
起
偶
」
「
縁
起
法
頒
」
「
法
身
偶
」
等

と
称
ば
れ
て
、
イ
ン
ド
以
来

流
伝
し
来

つ
た
も
の
が
、

こ
の
よ
う
に
天
台
止
観
と
南
宗
禅

の
両
方
に

お
い
て
、
か
な
り
の
重
要
性
を
以
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に

注
目
し
、
そ
の
も

つ
意
味
と
、
其
所
に
存
在
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
以

下
多
少
の
資
料
を
補
足
し

つ
つ
考
察
し
た
い
。

先
ず
縁
起
法
頒
の
流
伝
を
概
観
す
る
必
要
が
あ
る
。
俊
に
も
触
れ
る

よ
う
に
、
此
の
偶
は
や
が
て
法
頚
舎
利
と
し
て
釈
尊

の
身
骨
と
共
に
、

ス
ト
ゥ
ー
パ
の
中
に
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
仏
教
徒

に
と

っ
て
、
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ

っ
た
。
多
く

の
梵
語
仏
典

の
末
尾
に

此
の
偶
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
同
じ
精
神
に

発
す
る
も

の
で
あ
ろ

う
。

こ
れ
ら
を
含
め
て
、
諸
種

の
文
献
に
見
ら

れ
る
此

の
偶

の
梵
語

形
、
更
に
は
諸
種

の
考
古
学
的
遺
物
に
刻
ま
れ
た
銘
文
、

チ
ベ
ッ
ト
訳

等
に
つ
い
て
は
、
既
に
湯
山
明

「
《
十二
因
縁
呪
》
覚

え
書

き
」
(印
仏

縁
起
法
頒

の

一
考
察
 
(
風

間
)
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縁
起
法
頚

の

一
考
察
 
(
風

間
)

研
39
 p
.
 
44
8-444
)
 に
纒
め
ら
れ
て
い
る
。
梵
語
形

で
見
る
限

り
、
今

ま
で
の
所

こ
の
偶
は
さ
し
た
る
変
化
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
下
に

は
、
パ
ー
リ
律
蔵
の
文
以
外
は
、
巴

・
梵

・
蔵

の
す
べ
て
を
省
略
し
、

専
ら
漢
訳

の
範
囲
に
留
め
た
。

そ
の
際
ど
こ
ま
で
が
訳
文
の
相
違
で
、

ど
こ
か
ら
が
原
文
の
変
化
に
由
来
す
る
も
の
か
は
、
確
認
の
方
途
が
な

(
5
)

い
の
で
不
問
に
付
す
る
こ
と
に
し
た
。

凡

そ
原
因
か
ら
発
生
す
る
も
ろ
も
ろ

の
法
、

そ
れ
ら
 
(
の
法
)
 の
原
因

を
如
来
は
説
か
れ
る
。

又
そ

れ

ら
 
(
の
法
)
 の
滅
 
(
を

如
来

は

説

か

れ

る
)
。
大
沙
門

は
こ
の
よ
う
に
説
き

た
も
う
。

(6
)
 
四分
律
巻
三
十
三
 
(T

2
2
.
 
7
9
8
c)

若
法
所
二
因
生
殉
如
来
説
二
是
因
殉
若
法
所
ご
因
滅

一
。大
沙
門
亦
説
二
此
義

(7
)
 
五
分
律
巻
十
六
 
(T

2
2
.
 
1
1
0
b
)

法
従
レ
縁
生
、

亦
従
レ
縁
滅
。

一
切
諸
法
、

空
無
レ
有
レ
主
。

(8
)
 
根本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
出
家
事
巻

二
 
(T
 2
3
.
 
1
0
27
b
)

諸
法
従
レ
縁
起

如
来
説
二
是
因

一

彼
法
因
縁
尽

是
大
沙
門
説

(9
)
 
仏阿
毘
曇
経
出
家
相
品
巻
上
 
(T

2
4
.
 
9
6
2
a
)

若
法
従
レ
因
生

如
来
説
二
是
因

一

滅
二
如
レ
是
等
因

一

如
レ
是
世
尊

教

(10
)
 
仏本
行
集
経
巻
四
十
八
 
(T
 3
.
 
8
76
b
&

c)

A
 
諸
法
従
レ
因
生

諸
法
従
レ
因
滅

如
レ
是
滅
与
生

沙
門
説
如
レ是

B
 
諸
法
因
生
者

彼
法
随
レ
因
滅

因
縁
滅
即
道

大
師
説
如
レ是

(11
)
 
中
本

起

経
巻

上
 
(T

4
.
 1
53
c
)

一
切
諸
法
本

因
縁
空
無
レ
主

息
レ
心
達
二
本
源

一

故
号
為

二沙
門

ー

(12
)
 
過
去
現
在
因
果
経
巻
四
 
(T

3
.
 
6
5
2
b
)

一
切
諸
法
本

因
縁
生
無
レ
主

若
能
解
レ
此
者

則
得
二
真
実
道

一

な
お

こ
れ
は
前
俊

を
合

せ
て
そ
の

ま

ま
、
梁
僧
祐

の
釈
迦
譜
 
(T
 5
0
.

4
7
c
)
 に
用

い
ら
れ
る
。

(13
)
 
普曜

経
巻
八
 
(T
3
.
 5
33
c)

一
切
諸
法
本

従
レ縁

悉
本
無

若
能
及
ニ
本
源

ー

乃
名
日
ニ
沙
門

一
 (及
=

反
、

返
)

(14
)
 
撰集
百
縁
経
巻
十
 
(T

4
.
 
2
5
5
c)

一
切
諸
法
中

因
縁
空
無
レ
主

息
レ
心
達

二本
源

一

故

号
為
二
沙
門

一

(15
)
 
仏本
行
経
巻
四
 
(T

4
.
 
8
1
b
)

覚

ニ
苦
苦
起

無

又
知
下
苦

所
レ
滅

所

二
以
苦

滅

一道

上

聖
師
所
二頒

宣

一

(16
)
 
仏
所
行
讃
巻
四
 
(T

4
.
 
3
3
b
)

一
切
有
法
生

皆
従
二
因
縁

一起

生
滅
法
悉

滅

説

レ道

為
二
方
便

一

(17
)
 
仏説
十
二
遊
経
 
(T

4
.
 14
7
a
)

諸
法
従
ニ
因
縁

滅
諸
苦
尽
滅
。

(18
)
 
大方
等
大
集
経
巻
十

九
 
(T

1
3
.
 
12
9
a)

法

従
レ
縁
生
。

通
二
達
是
因
殉
因
縁
滅
故
。

即

是
寂

静
。

(19
)
 
大
智
度
論

A

巻
十

一
 (T

2
5
.
 
1
3
6
c
)

諸
法
因
縁
生

是
法
説
ご
因
縁

一

是
法
因
縁

尽

大
師
如
レ
是
説

B
 

巻
十
八
 
(T

2
5
.
 
19
2
b
)

諸

法
従
レ
縁
生

是
法
縁
及
尽

我
師
大
聖

王

是
義
如
レ
是
説
 
(
王
=
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主
)

(20
)
 
仏説
初
分
説
経
巻
下
 
(T

1
4
.
 
7
6
8
a
)

若
法
因
縁
生

法
亦
因
縁
滅

是

生
滅
因
縁

仏
大
沙
門
説

(21
)
 
南海
寄
帰
内
法
伝
巻
四
 
(T

5
4
.
 
2
2
6
c
)

(22
)
 
浴仏
功
徳

経
 
(T

1
6
.
 
8
0
0
a
)

両
者
共
に
義
浄

訳
に
し
て
、

(8)
に
同
じ
。

(23
)
 
仏説
造
塔

功
徳
経
 
(T

1
6
.
 
8
0
1
b
)

諸
法
因
縁
生

我
説
ニ
是
因
縁

一

因
縁
尽
故
滅

我
作
二
如
レ
是
説

一

右

の
三
者
は
、

い
わ
ゆ
る
法
頗

舎
利
と
し
て
此

の
偶

を
挙

げ

る

も

の

で
、
直
接

ア
ッ
サ
ヂ
比
丘

の
話
に
は
触
れ
な

い
。

以

上
を

通

覧

し

て
分

る

こ
と

は
、

(5)

パ

ー

り
律

大

品

を

一
応

の
原

型

と
考

え

る

と
、

そ

れ

は

一
方

に

お

い

て
余

り
変

化

す

る

こ
と

な

く
、

連

綿

と

し

て
俊

世

ま

で
伝

え

ら

れ

た

が
、

他

方
、

途

中

か

ら
(
1
1
)

中

本
起

経

に
代

表

さ

れ

る
よ

う

な

変

化

形

が

発

生

し
、

以

俊

両

者

は
並

行

し

て
行

わ

れ

る

よ
う

に

な

っ
た

ら

し

い
、

と

い
う

こ

と

で
あ

る
。

こ
れ

は
初

に

述

べ
た

此

の
偶

の
梵

語

形

の
不

変

性

と

も

関

係

す

る
が
、

こ
れ

か

ら
問

題

に

し

よ
う

と
す

る

天

台

智
顕

の
著

作

に

お

い

て
も
、

両

系

統

が
並

存

し

て

い
る
。

即

ち
原

初
系

の
資

料

と

し

て

は
、

(
2
4
)
 
釈

禅
波
羅
蜜

次
第

法
門
巻

一
下
 
(T

4
6
.
 
4
8
3
a)

(
6
)
諸

法
従
縁
生

是
法
説
因
縁

是
法
縁

及
尽

我
師
如
是
説

と

あ

り
、

湛

然

の

(25
)
 
止観
輔
行
伝
弘
決
六

ノ

ー
 (T

4
6
.
 
3
34
c
)

に
も
、

「
頻
碑

日
」
と

し

て
全

く

同

じ
形

が

見

ら

れ

る
。

こ

の
偶

は

倒

大

智

度

論

の

A

B
を

合

揉

し

た

形

を

示

す
。

即

ち

今

四
句

を
 
a
b

c
d

で
表

わ

せ

ば
、

a
=
B
a
,
 b=
A
b
,
 C
=
B
b
,
 
d
=
A
延

と

な

る
。

又

(26
)
 
妙法
蓮

華
経
文
句
巻

一
下
 
(T

3
4
.
 
1
2
b
)

諸
法
従
縁
生
。
是
故
説
因
縁
。
是
法
縁
及
尽
。
我
師
如
是
説
。

と
あ
り
、

こ
の
場
合
は

一
字
異
な
る
。
そ
も
そ
も
縁
起
法
頒
は
、
舎
利

弗

・
目
連
を
改
宗
せ
し
め
る
力
を
も

つ
た
も

の
で
あ
り
、
法
身

の
舎
利

と
し
て
釈
尊
の
身
骨
と
共
に
塔
中
に
安
置
さ
れ
、

「
法
を
見

る
者

は
我

を
見
る
、
我
を
見
る
者
は
法

を
見

る
」
(S
N
III
.
 
p
.
 
120)
 と
言

わ
れ

た
、
正
に
そ
の
法
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

大
切
に
、
従

っ
て
忠

実
に
伝
承
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
う
し
て
変
化
形
が

発
展
し
た
か
、
と
考
え
る
に
、
そ
も
そ
も
パ
ー
リ

の
原
形
が
、
文
義
と

し
て
は
大
体
は
明
瞭
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

具
体
的
に
何
を
言
お
う
と

し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
な
る
と
、
今

一
つ
は

つ
き
り
し
な
い
。
個
仏

本
行
経
は

「
四
諦
頗
」
と
呼
び
、
圏
大
集
経
も
四
諦
と
し
、
(
1
9
)

大
智
度

論
B
も
四
諦
の
中
の
三
諦
を
説

い
た
も
の
と
解
し
、
智
顎
も
こ
れ
を
踏

(7
)
襲
し
て
い
る
。
四
諦
と
い
う
解
釈
は
こ
の
よ
う
に
有
力
で
あ
る
が
、
実

際
に
は
四
諦
説
の
方
が
俊
に
成
立
し
た

の
で
は
な

い
か
、

と
疑
う
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
勿
論
縁
起
と
し
て
も
解
釈
さ
れ

る
。
今
こ
の
問
題
に

立
ち
入
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
と
も
か
く
、

短

い
詩
形

で
あ

る
こ

縁
起
法
頒

の

一
考
・察
 
(
風

間
)
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縁
起
法
頚
の
一
考
察
 (風

間
)

と
、
ア
ッ
サ
ヂ
と
い
う
初
学
の
比
丘
に
よ
つ
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
、
と

も
関
連
し
て
、
此
の
偶
が
解
釈
の
余
地
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
な

い
。
そ
こ
で
こ
の
偶
の
趣
旨
を

一
層
明
瞭
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
動
き

が
起

っ
た
、

と
し
て
も
不
思
議
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
動
き
は
已

に
(
7
)
五
分
律
の
俊
半
に
見
ら
れ
る
。
「
空
無
有
主
」
は
言
う
迄
も
な
く
、

「
諸
法
」
に

「
一
切
」
と

い
う
限
定
を
附
し
た
の
も
、
解
釈
的
発
農
で

あ

る
。
或

は
、
原
形

の
よ
う

に

「
如
来
説
是
因
…
…
是

大
沙
門
説
」

(義
浄
訳
)
 と
、
二
旬
も
費
し
て
分
り
切

つ
た
こ
と
を
言

う
よ
り
は
、

其
等
を
省

い
て
直
接
的
に
、
偶

の
意
味
す
る
所

を
明
示
し
た
方

が
よ

い
、
と
考

え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く
此

の
変
化

は
(
1
1
)

中
本

起
、
働
因
果
、
(
1
3
)

普
曜
、
働
百
縁

の
諸
経

の
各
前
半
部
に
承
け
継
が
れ

る
。
五
分
律
が
直
接
此
等
に
影
響
し
た
と
考
え
る
の
は
、
危
険
か
も
し

れ
な
い
が
、

よ
り
広
い
意
味
で
、

こ
う
し
た
傾
向
が
発
展
し
た
、
と
は

言
え
る
で
あ

ろ
う
。
今
代
表
的
な
(
1
1
)

中
本
起
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
前

半
部
に
お

い
て
(
7
)
五
分
律
全
体
の
趣
旨
が
要
約
さ
れ
て
居
り
、
俊
半
部

は
更
に
思
想
的
発
展
を
示
す
。
第
四
句
に
は

「
沙
門
」
の
語
が
残

つ
て

い
る
が
、
文
脈
が
異
る
。
即
ち
、
原
形
で
は

「
大
沙
門
は
こ
の
よ
う
に

説
か
れ
る
」
、
と
い
う

一
種
の
報
告
文
で
あ
る
に
対

し
、
此
所

で
は
第

三
、
四
句
を
併
せ
て
、
「
沙
門
」
の
沙
門
た
る
所
以
を
説
く
形

に
成

つ

て
い
る
。
そ
の
当
否
は
別
と
し
て
、
表
面
常
誠
的
に
見
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
内
容
が
充
実
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
此
の
文
脈
に

お
い
て
は
、
「
息
心
」
と

「
沙
門
」
と

の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

増

一
阿
含

経
巻
四
十
七
 
(T

2
.
 
8
0
2
a
b
)

ホ
時
世
尊
便
説

此
偶

沙
門
名
息
心

諸
悪
永
已
尽

梵
志
名
清
浄

除
去
諸
乱
想

…
…
復
以
何
故
名
為
沙
門
。
諸
結
永
息
故
名
為
沙
門
。

と
あ
り
、
赤
沼
互
照
録
に
よ
り
対
応
を
求
め
る
と
、

Sa
m
a
n
o
 h
a
t
i
 
又
ど
う
あ

れ
ば
、

比
丘
等

よ
、

比
丘
は
沙
門

で
あ

る
の
か
。

彼

に
と

つ
て
は
、
諸

の
悪

し
き
、

不
善

の
法
…
…
が

止
息

し
て
い
る
。

こ
の

よ
う
に
し
て
実

に
、

比
丘
等

よ
、

比
丘
は
沙
門
で
あ

る
。

と

あ

つ
て
、

原

語

で

は
 
s
a
m
a
n
a
 (
=
S
k
t
.
 
s
r

a
m
a
na
)
 を
 
s
a
m
 
か

ら

導

く

一
種

の
語

源

解

釈

が
行

わ

れ
、

こ
れ

を
基

礎

に

し

て
漢

訳

で

も
、

「
息
心

=
沙

門

」
と

い
う
意

訳

と
音

写

の
関

係

が
成

立

す

る
。

例

せ

ば

(27
)
 
胃口払暇
疏
 
(
T

4
2
.
 
2
35
c
)

沙
門
者
云
二
乏
道

一亦

云
二
息

心
殉
乏
道
者
。

以
レ
道
断
ニ
於
貧
乏

一也
。

息

心

者
。
経
云
息
レ
心
達
ニ本
原
殉
故
云
ニ沙
門
一也
。

(12)
因
果
(
1
3
)

普
曜
に
は
こ
れ
は
現
れ
な

い
が
、

こ

の
両
者

に
比
較
す

る

時
、
(
1
1
)

中
本
起
は
確
に
思
想
的
に
良
く
纒

つ
て
居
り
、
従

っ
て
元
来
縁

起
法
頒
の

一
変
化
形
で
あ
り
乍
ら
、
そ
れ
自
体
独
立
の
価
値
を
も

つ
に

(8
)

至

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
上
引
柳
田
氏
著
書
に
述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

此
の
経
の
名
を
挙
げ
て
引
用
す
る
の
は
、
三
論
宗
元
康

の
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(28
)
 
肇
論

疏

下
 
(
T

4
5
.
 19
3
b
)

蓋
是
返
本
之
真
名
神
道
之
妙
称
者
。
申
本
起
経
云
。

一
切
諸
法
本
。
因
縁

空
無
主
。
息
心
達
本
源
。
故
号
為
沙
門
。
今
言
反
本
是
達
本
源
也
。
神
道

謂
神
妙
之
道
也
。

で
あ
る
が
、
既
に
吉
蔵

の

(29
)
 
三論
玄
義
-
破
邪

・
折
毘
曇
 
(T
4
5
.
 
3
b)

本
起
経
云
。
頗
韓
沙
門
即
五
人
之

一
。
為
身
子
説
偶
云
。

一
切
諸
法
本
。

因
縁
空
無
主
。
息
心
達
本
源
。
故
号
為
沙
門
。
身
子
聞
之
即
得
初
果
。
尋

大
小
二
経
。
皆
明
ニ見
レ空
成
7聖
。
而
阿
毘
曇
謂
二
観
レ
有
得
ワ
道
。
故
隠
二

覆
真
言
殉

も
、
(
2
7
)

百
論
疏
と
共
に
、
(
1
1
)

中
本
起
に
依
る
と
推
定
さ
れ
る
。

然
し
引
用
の
問
題
は
、
天
台
及
び
南
宗
禅
に
関
し
て
は
単
純
に
行
か

な
い
。
先

づ

(30
)
 
摩詞
止
観
巻
三
上
 (T
46
.
 
21
c)

観
達
義
者
。
観
智
通
達
契
二会
真
如
殉
瑞
応
 (経
)
 云
。
息
心
達
本
源
故
号

為
沙
門
。

と
あ
る
。
大
正
蔵
経
の
太
子
瑞
応
本
起
経
 
(T
3
.
 N
o
.
 
185
)
 に
は
無

い
が
、
当
時
は
此

の
偶
を
含
む
本
が
あ

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に

(31
)
 
釈禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
巻
三
上
 (T
46
.
 
49
3b
)

若
行
者
体
三
知

一
切
諸
法
如
二
虚
空
一者
。
無
レ取
無
レ捨
。
…
…
則

一
切
妄

想
顛
倒
生
死
業
行
悉
皆
止
息
。
無
為
無
欲
。
…
…
此
則
止
無
レ所
レ止
。
無

止
之
止
。
名
二体
真
止
殉
故
経
偶
云
。

一
切
諸
法
中

因
縁
空
無
主

息
心
達
本
源

故
号
為
沙
門

(32
)
 
天台
小
止
観
 
(
関

口
真
大

・
岩
波

文
庫

p
.
 
9
4
)

第

三
、
体
真

止
者
、
所

謂
随
ニ
心
所
念

一
切
諸
法
、
悉
知
下
従

ニ因
縁

一生
、

無
吾
有
ニ
自
性

則

心
不
レ
取
、

若
心
不
レ取
、

則
妄
念

心
息
、

故

名
為
レ
止
。

如

ニ経

中
説

稿

一
切
諸
法
中

因
縁
空
無
主

息
心
達
本
源

故
号
為
沙
門

と
あ
り
、
「
中
」
の

一
字
は
(
1
1
)

中
本
起
で
は
な
く
、
(
1
4
)

百
縁

に

一
致
す

る
。
も
し
此
の
一
字
を
重
視
す
れ
ば
、
直
接

の
典
拠
は
百
縁
経
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
或
は
(
3
0
)

に
依
れ
ば
、
当
時

の
瑞
応
経
に
こ
う
あ

つ
た

か
も
し
れ
な
い
。
南
宗
禅
に
移

っ
て
、
(
3
)
馬
祖
(
4
)
黄
漿

い
ず
れ
も

「
誠

心
」
と
あ
り
、
上
来
見
た
如
何
な
る
典
拠
に
も

一
致

し
な

い
。
「
本
」

と

「
申
」
の
場
合
は
そ
れ
程

で
も
な

い
が
、
「
息
」
と

「
誠
」
で

は
内

容
的
に
大
き
な
変
化
を
齎
す
可
能
性
が
あ
る
。
禅
僧

の
引
用
は
奔
放
で

あ
る
と
云
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
字
を
変
え
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
な
り

の
理
由
が
あ

っ
た
筈
で
あ
る
。
と
も
か
く
単
純
に
(
1
1
)

中
本
起

の
引
用
と

は
言

い
難
い
。
以
前
典
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
た
四
十
二
章
経
(
1
)
(
2
)

は
、

確
に

「
誠
心
」
で

は
あ
る
が
、
年
代
関
係
を
始

め
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ

る
。
此
処
で
注
目
す
べ
き

一
点
は
、
鰯
黄
奨
が
経
の
句
と
断

っ
て
い
な

(
9
)

い
こ
と
で
あ
る
。
玄
沙
師
備

の
場
合
も
同
じ
く

(33
)
 
景徳
伝
燈
録
巻
十
八
 (T
5
1
.
 
344
b)

夫
出
家
人
誠
心
達
本
。
故
号
沙
門
。
汝
今
既
已
剃
髪
披
衣
為
沙
門
相
。
即

合
有
自
利
利
多
分
。

と
あ
つ
て
、
南
宗
禅

の
人
び
と
の
間
で
は
、
経
典
引
用
の
意
誠
が
薄
れ

縁
起
法
頚

の

一
考

察
 
(
風

間
)
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縁
起
法
頚
の
一
考
察
 (風

間
)

つ
つ
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
経
云
」

と
し
て
引
用

し
た
(
3
)
馬
祖
の
場
合
も
、
具
体
的
な
経
名

の
意
誠
は
既
に

薄
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
想
像
を
逞
し
う
す
れ
ば
、
馬
祖

の
眼
前
に
あ
つ
た
も

の
は
働
小
止
観
で
は
な
か
ろ
う
か
。
小
止
観
は
禅

(
10

宗
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
居
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
な
ら
ば
、
比

較
的
字
も
変
え
易
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
も

一
つ
の

推
測
に
過

ぎ
ず
、
引
用
の
問
題
は
、
天
台

の
場
合
も
含
め
て
、
何
れ
も

卒
か
に
断
定
し
難
い
。
大
局
的
に
見
れ
ば
、
現
在
の
所
は
、
(
1
1
)

中
本
起

が
こ
れ
ら

の
大
本
で
あ
る
、
と
考
え
て
も
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。

以
上
の
概
観
を
基
礎
に
し
て
、
次
に
此
の
変
化
形

の
天
台
止
観
に
お

け
る
扱
い
を
見
よ
う
。
そ
の
主
流
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
止
、

特
に
体
真
止
の
経
証
と
し
て
で
あ
る
。

(34
)
 
摩詞
止
観
巻
三
上
 (T
46
.
 
24
a)

一
体
真
止
者
。
諸
法
従
縁
生
。
因
縁
空
無
主
。
息
心
達
本
源
。
故
号
為
沙

門
。
知
ニ因
縁
仮
合
幻
化
性
虚
一故
名
為
レ体
。
墓
縁
妄
想
得
レ空
即
息
。
空

即
是
真
。
故
言
ニ体
真
止
殉

と
あ
り
、

先
の
(
3
1
)

次
第
禅
門
、
(
3
2
)

小
止
観
と
併
せ
て
、
初
期
か
ら
俊
期

ま
で

一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
た
だ
そ
の
前
の
㈹
摩
詞
止
観
は
、

第
二
章
釈
名
の
相
待
止
観
に
止
と
観
の
各
三
義
を
説
く
中
、

止

{
息
義
停
義
対

二
不

止

一止

義

観

{貫
穿
義

観
達
義

対
ニ不
観
観
義

観

の
第
二
義
に
当
り
、
稽
異
例
で
あ
る
が
、
輔
行

が

「
言
錐
レ有
レ
息
。

意

存

ニ
達

辺

ご
 
(
T
4
6
.
 

2
18
a
)
 と
言

う

通

り
、

達

の
字

の
為

に
使

つ
た

(1
1
)

の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
体
真
止
に
つ
い
て
見

る
に
、
先
ず
次
第
禅
門

で

は
、
十
大
章

の
第
六
方
便
、

つ
ま
り
本
格
的
な
禅
観
修
行
に
入
る
前

の

準
備
段
階
に
、
外

・
内

の
二
種
あ
る
中
、
内
方
便

の
第

一
に
止
門
を
明

か
し
て
、

約
行

繋
縁
止

制
心
止

体
真
止

約
義

随
縁
止

入
定
止

真
性
止

と
し
、
へ
体
真
止
=
体
諸
法
空
。
息
諸
妄
慮
。

真

性

止

=

心
性

之

理
。

常

自

不

動
。

(T

4
6
.
 
4
92
a
)

と
し
て
相
応
す
る
と
共
に
、
三
止
は
そ
れ
ぞ
れ

一
応
は
鹿
浅
か
ら
細
深

(12
)

に
至
る
排
列
で
あ
る
。

次
に
小
止
観
は
、
次
第
禅
門
の
要
略
書
で
あ

っ
て
、
そ
の
十
章
全
体

(13
)

が
俊
者
の
第
六
方
便
に
相
当
す
る
が
、
俊
者

の
止
門
に
当
る
所
は
第
六

章
正
修
行
と
な
つ
て
い
る
。

つ
ま
り
準
備
段
階

で
は
な
く
、
正
規
の
修

行
そ
の
も
の
に
格
上
げ
さ
れ
て
居
り
、

止
だ
け
で
な
く
観
も
並
び
説
か

れ
て
い
る
。
そ
の
止
の
分
類
は
次
第
禅
門

の
約
行

の
三
止
に

一
致
し
、

観
は
対
治
観
と
正
観
に
分
け
ら
れ
る
。

正
観
者
、

即
是
観
ニ
諸
法
実
相

一
智
慧
。
…
…
錐

レ
用
二
如
レ
上
、

体
真
之

止
ハ

而
妄
念
不
レ
息
、

爾
時
応
三
当
、

随
二
心
所
レ
縁
、

一
切
諸
法

…
若

念

二
一
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(
1
4
)

切
世
間
之
事

即
当
三反
観

所
レ起
之
心
鱒
 (岩
波
文
庫

p
.
 
9
8)

と
あ

つ
て
、
止
と
観
を
対
応
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、
体
真
止
と
正
観
が
相

応
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
然
る
に
小
止
観
に
は
第
十
章
証
果
が
あ

つ

て
、
次
第
禅
門
と
の
対
応
を
破
る
。
其
所
で
は
、

止

{
体
真
止
 

従
仮
入
空
観

方
便
随
縁
止
 

従
空
出
仮
観

(15
)

息
二
辺
分
別
止
 
中
道
正
観

観

と
い
う
対
応
が
説
か
れ
、
前
二
観
に
つ
い
て
は
、

菩
薩
錐
復
成
就
、
如
此
二
観
、
猶
是
方
便
観
門
、
非
正
観
也
。
(p
.
 
176
)

と
言
わ
れ
る
か
ら
、
当
然
体
真
止
も
中
道
正
観
に
は
相
応
し
な
い
こ
と

に
な
る
。
此

の
関
係
は
摩
詞
止
観
に
引
き
継
が
れ
る
。
即
ち
鋤
は
、
第

三
章
体
相

の
中

「
教
相

次
第
の
止
観
」
を
説
く
所
に
、
上
記
小
止
観

第
十
章
と
同
じ
三
止
三
観
の

一
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
通
観
し
て
み
る
と
、
天
台
止
観
も
年
代
を
追
う
て

少
し
ず

っ
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
て
興
味
深

い
が
、
同
時
に
吾

々
は
此
処
に
到
っ
て
、
広

い
意
味
で
縁
起
法
頽
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ

る
第
三
の
形
態
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
三
諦
偶

で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
小
止
観
第
十
証
果
に
中
道
正
観
を
説
い
て
、

如
中
論
偶
説
、

因
縁
所
生
法

我
説
即
是
空

亦
名
為
仮
名

亦
是
中
道
義

深
尋
此
偶
意
、
非
唯
具
足
分
別
、
正
観
之
相
、
亦
是
兼
明
、
前
二
種
方
便
観

門
。
当
知
、
中
道
正
観
、
即
是
仏
眼
、
即
是
一
切
種
智
。
(p
.
 
178)

と
述
べ
、
此
の
三
諦
偶
が
前
二
観
を
、
従

つ
て
体
真
止
に
引
用
さ
れ
る

か
の
偶
の
意
を
も
包
摂
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
摩
詞
止
観
で
も
、

第
七
正
修
止
観
に
不
可
思
議
境
を
明
か

し
て
、
不
思
議

の
三
観
を
説

き
、

そ
の
ま
ま
の
形
で
は
な
い
が
此
の
偶
が
用
い
ら
れ
て
い
る

(T
46
.

55
b
)
。
三
諦
偶
が
天
台
教
観
に
お
い
て
も

つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
今
更

述
べ
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

こ
の
三
諦
偶
中
心
の
思
想
は
、
天
台
止
観

の
中
で
年
代
と
共
に
発
展
し
、
摩
詞
止
観
に
至

つ
て
成
熟
し
た
、
と
思

わ
れ
る
。
次
第
禅
門
の

「
空
仮

一
心
観
」
(T
4
6
.
 
525
b)
 や
小
止
観

の

空
観
的
基
調
が
、

こ
の
過
程
を
物
語
る
も
の
で
あ

ろ
う
こ
と
は
、
既
に

(
16
)

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
学
者
に
よ

っ
て
論
ぜ
ら
れ
た
所

で
あ
る
。
(
3
1
)

・
(
3
2
)

・

鋤
を
比
較
す
る
と
、
鋤
摩
詞
止
観
の
み
が
、
経

の
句

と
断

れ
ら
ず
、

且
つ
第

一
句
が

「
諸
法
従
縁
生
」
と
(
2
4
)

=
(
2
6
)

の
第

一
句

に
変

っ
て

い

る
。

こ
れ
は
恐
ら
く
遇
然
で
は
な
く
、
三
諦
偶
に
包
摂
し
よ
う
と
す
る

態
勢
が
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
摩
詞
止
観
巻

一
下

根
塵
相
対
。
一
念
心
起
。
即
空
即
仮
即
中
者
。
…
…
云
何
即
空
。
並
従
縁

生
。
縁
生
即
無
主
。
無
主
即
空
。
云
何
即
仮
。
無
主
而
生
即
是
仮
。
云
何
即

中
。
不
出
法
性
。
並
皆
即
中
。
(T
4
6
.
 
8
c)

の
よ
う
な
章
句
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
。
そ
こ
に
あ

(17
)

る
も
の
は
縁
起
-
実
相
の
思
想
で
あ
る
。

以
上
を
綜
合
す
る
に
、
天
台
智
顎
に
在

つ
て
は
、
最
終
的
に
は
次
の

よ
う
な
情
況
と
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
原
初
形
と
変
化
形
と
三
諦
偶
が
並

存
し
、
中
心
思
想
は
中
論
的
縁
起
を
説
く
三
諦
偶

に
在
り
、
中
本
起
的

縁
起
法
頚

の

一
考
察
 
(
風

間
)
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縁

起
法
頚

の

一
考

察
 
(
風

間
)

変
化
形
は
止
と
即
空
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
、
三
諦
偶
の
中
に
包
摂
さ

れ
る
。
原
初

形
は
、
言
わ
ぱ
歴
史
的
な
も
の
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
。
或

(1
8
)

は
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
四
諦
説
を
介
し
て
三
諦
偶
に
吸
収
さ
れ
る
。

さ
て
、
上
来
の
考
・察
を
踏
ま
え
て
、
次
に
南
宗
禅
の
用
例
を
検
討
し

よ
う
。
資
料
は
(
1
)
(
2
)

四
十
二
章
経
㈲
馬
祖
㈲
黄
葉
岡
玄
沙
、
及
び
補
助

と
し
て
註
9
に
挙
げ
た
仰
山
で
あ
る
。
数
は
多
く
な
い
け
れ
ど
も
、

此

の
頗
句
が
南
宗
禅
の
人

々
に
も
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
此
等

に
共
通
す

る
顕
著
な
特
徴
は
、
総
て
息
の
字
が
誠

に
変

っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、

こ
れ
は

「
息
心
」
で
あ

つ
て
こ
そ
下
の
句

の

「
沙
門
」
に
、

緊
密
に
応
ず
る
の
で
あ

っ
て
、
息
の
字
を
外
せ
ば
そ

の
文
脈
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
凶
黄
奨
の
句
読
を
見

(19
)

る
に
、
普
通
皆
、
本
来
の
偶
を
分
断
す
る
形
に
成

つ
て
い
る
。

こ
れ
は

此
の
伝
心
法
要
の
文
章
が
、

こ
の
よ
う
な
句
読
文
脈
を
要
求
し
て
い
る

の
で
あ

つ
て
、
そ
れ
は

一
つ
に
は
息
が
誠
に
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
沙

門
と
の
結
び
付
き
が
稀
薄
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
黄
漿
の
原
文
は
こ
の
俊
に
続

い
て
、
「
沙
門
果
者
、
息
慮
而
成
、

不
従
学
得
。
」
と
あ
り
、
同
じ

一
段
の
末
に
も
、
「
但
知
レ
息
レ心
即
休
、

更
不
レ
用
ニ
思
レ前
慮
フ俊
。
」
と
あ

っ
て
、
息
心
と
沙
門
と

の
関
係
が
復

活
し
て
い
る
。

つ
ま
り
黄
漿
は
此

の
関
連

を
知

つ
て

い
る
。

そ
し

て

(20
)

「
誠
心
」
と

「
息
心
」
と

を
使

い
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
此
の
変
更
は
偶
の
前
半
に
も
影
響
す
る
。
(
3
1
)

次
第
禅
門
、
(
3
2
)

小

止
観
、
帥
摩
詞
止
観
は
い
ず
れ
も
此
の
偶
の
解
説
を
伴

っ
て
居
り
、
中

で
も
(
3
2
)

小
止
観
が
解
り
易
い
が
、
要
す
る
に

一
切
諸
法
は
因
縁
に
よ
つ

て
生
じ
た
も
の
で
、
自
性
が
な
い
。
そ
う
分
れ
ば
心
が
こ
れ
に
執
着
し

な
い
。
執
着
し
な
け
れ
ば
妄
念
の
心
が
息
む
、
と

い
う
こ
と
で
、
今
息

の
字
を
外
す
と
、
此
の
文
脈
も
亦
成
立
し
な
い
。
南
宗
禅

の
用
例
が
何

れ
も
偶
の
前
半
を
引
用
し
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
こ
の
こ
と
と
関
係

が
あ
ろ
う
。
「
息
心
」
を

「
誠
心
」
と
変
え
た
の

は
、
意
あ

っ
て

の
こ

と
に
違
い
な
い
。
僅
か

一
字
で
も
、
内
容
的
に
は
大
き
な
変
化
を
意
味

す
る
筈
で
あ
る
。

そ
れ
で
は

「
息
心
」
と

「
誠
心
」
で
は
ど
う
違
う
か
。
端
的
に
言
え

ば
、

<誠
心
達
本
源

の
時
は

心
11
本
源
>
 <息
心
達
本
源

の
時
は

心
恭
本
源
>
 で
あ
る
。
「
誠
心
」
の
心
は

「
自
心
」
「
本
心
」
で

あ
り
、

「
即
心
是
仏
」
の

心
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し

「
息
心
」
の

心
は

「
念
慮

思
惟
」
で
あ
つ
て
、
否
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
参
考
、

珠
於

二
言
下

自
誠
二
本

心
殉
 (
入
谷

・
馬
祖
録

p
.
 
5
5
)

如
今
但
誠
二
自

心
輔
息

二
却
思
惟

噴
妄
想
塵
労
、

自
然

不
生
。

(
入
谷

・
伝

心

法
要
p
.
 1
3
4
)

不
レ
知
二
息
レ
念
忘
レ
慮
、

仏
自
現
前

殉
 (
同

p
.
 
6
)

但
誠
二
自

心

無
レ
我
無
レ
人
、

本
来
是
仏
。

(
同

p
.
 
9
4
)

舐
有
二
可
大
師

一
人

密
信
二
自

心
噛
言
下
便
会
、

即

心
是
仏
。

(
同
p
.
 
9
7
)

そ

れ
故

に

ま

た
、

此
心
是
本
源
清
浄
仏
、

人
皆

有
レ之
。

(
同
p
.
 1
3
)

法
即
不
可
説
之
法
、
仏
即
不
可
取
之
仏
、
乃
是
本
源
清
浄
心
也
。
(同
p
.
 
38)
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と
も

言

う
。

こ

の

「
誠
心
」
の

実

際

に

つ
い
て

は
、

テ

キ

ス

ト
に

関

し

(
21
)

多
少
の
問
題
は
あ
る
が
、
左
記
の
文
が
有
名
で
あ
る
。

汝
若
欲
レ
誠
レ
心
、
祇
今
語
言
、

即
是
汝
心
。

(
入
谷

・
馬
祖
録

p
.
 
1
9
8
)

云
何
誠

二
自
心
幻
即
如
今
言
語
者
、
正
是
汝
心
。

(
入
谷

・
伝

心
法
要

p
.
 
1
3
4
)

そ
し

て
馬
祖

は
、

汝
等
諸
人
、
各
達
二自
心
殉
莫
レ記
二吾
語
殉
 (入
谷
・
馬
祖
録

p
.
 
24)

と
教
誠
す
る
。

こ
れ
ら
は
典
拠
の

一
部

で
あ

る
が
、
「
誠
心
達
本
源
」

の
意
味
す

る
所
を
理
解
す
る
に
充
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
行
住
坐
臥
こ
と

ご
と
く
是

れ
道
の
自
由
闊
達
な
世
界
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し

「
息
心
」

(
22
)

の
場
合
は
、
働
小
止
観
の
俊

の
説
明
に
も
、

若
妄
念
心
息
、
即
寂
然
無
為
、
夫
無
為
者
、
即
諸
法
之
本
源
、
若
能
安
ニ
心

本
源

則
無
染
著
、

(p
.
 96
)

と
あ
る
よ
う
に
、
「
息
心
」
の

心
は
直
接
本
源
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

天
台
も
南
宗
禅
も
、
変
化
形

「
息
心
」
の
縁
起
法
頽
に
最
終

の
落
居

を
見
出
さ
な
か
つ
た
点
に
お
い
て
は
共
通
す
る
。
馬
祖
等
は
息
の
字
を

誠
に
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
半
ば
偶
の
も

つ
文
脈
を
破
壊
し
つ
つ
新
し

い
内
容
を
盛
り
、
律
蔵
以
来
の
伝
統
に
応
え

よ
う
と

し
た
。
そ

の
場

合
、
黄
案

に
見
る
よ
う
に
、
「
誠
心
」
は

「
息
心
」
を

表
裏

の
関
係
に

由

つ
て
包
摂
す
る
。

一
方
天
台
は
、
よ
り
広
い
意
味
で
縁
起
法
頽
の
発

展
と
見
ら
れ
る
中
論
系
三
諦
偶
を
以
て
、
究
極
の
表
現

と
な
し
、
「
息

心
」
の
偶

は

「
体
真
止
-
従
仮
入
空
観
」
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
、
三

諦
偶

の
申
に
包
摂
し
た
。
振
り
返

つ
て
吾

々
は
、
原
初
形
縁
起
法
頒
の

も

つ
不
思
議
な
含
蓄
を
感
ず
る
と
共
に
、
中
国
仏
教
徒
に
よ

つ
て
到
達

(
23
)

さ
れ
た
此
等

の
結
論
が
、
原
初
法
頗
に
対
し
、
内
容
的
に
如
何
な
る
関

係
に
在
る
か
と
い
う
問
題
に
逢
着
す
る
が
、

そ
の
前
に
三
諦
偶
と

「
誠

心
」
半
偶
と
の
比
較
検
討
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
然
し
単
独
に
此
等
の

偶
を
比
較
し
て
も
結
論
は
出
な
い
。
そ
の
用
い
ら
れ
る
文
脈
背
景
の
中

に
決
定
的
表
現
を
見
出
す
、

と
い
う
途
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

こ

れ
に
関
連
し
て
も
亦
種
々
の
問
題
が
予
想
さ
れ
る
。
今
直
接
関
係
の
あ

る
も
の
と
し
て
、
偶
の

「
息
心
」
息

「
誠
心
」
と

変
え
た
の
は
、
恐
ら

く
馬
祖
或
は
こ
れ
に
近
い
人

々
で
あ
ろ
う
が
、
「
誠
心
」
と

い
う
詞
単

独
に
は
無
住
を
始
め
、
様

々
な
人
に
よ
つ
て
用
い
ら
れ
て
居
り
、
其
等

と
の
関
係
も
問
題
で
あ
る
。
稿
を
改
め
て
論
じ
た

い
。

1
 
実
際
は
此
の
部
分
は
宝
林
伝
に
欠
け
て
お
り
、
六
和
塔
本
に
よ
つ
て
知

ら
れ
る
。
常
盤
大
定

『
支那
仏
教
の
研
究

一
』
p
.
 
102
な
お
(
1
)
(
2
)

は

本
論
文
の
用
い
る
通
し
番
号
で
、
原
典
の
章
節
を
意
味
し
な
い
。

2
 
入
矢
義
高
編

『
馬
祖
の
語
録
』
p
.
 
35
大
正
蔵
経
の
景
徳
伝
燈
録
巻
二

十
八
 (T
51
.
 
44
0
a)
 は

「
誠心
達
本
故
号
沙
門
」
と
し
、
異
本
と
し
て

源

と
為

の
二

字

を

挙

げ

る
。

3
 

入

矢

義
高

『
伝
心

法

要

・
宛

陵

録

』

p
.
 61
;
 T

4
8
.
 38
2
c

4

『
初
期

禅

宗

史

書

の
研

究

』

p
.
 38
3
同

註

p
.
 39
1
-
2

5
 

資

料

は
赤

沼

辞

典
p
.
 6
0
 
A
ssa
j
i
 の
項

と

E
.
 La
m
o
tte
:
 L
e
 tr
a
it
e

d
e
 la
 
gra
n
de
 v
e
rtu
 
d
e
 sa
ge
s
se
 (L
o
u
v
a
i
n
 19
8
1
)
 T
 
II
.
 p.
 62
3

n
.
 2

に

挙

げ

ら

れ

た
も

の

に

二
三

追

加

し

た
。

尚

こ

の

偶

は

ア

ッ
サ

ヂ

か

ら
舎

利

弗

へ
、

舎

利

弗

か

ら

目
連

へ
と
伝

え

ら

れ
、

通

常

二
回

現

れ

る

縁
起
法
頒

の

一
考
察
 
(
風

間
)
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縁
起
法
頒

の

一
考
察
 
(
風

間
)

が
、

以
下

の
出
典

は
最
初

の
個
所

の
み
を
記

し
た
。

6
 

こ

の
偶

の
前
書

に

「
阿
難
説
示
比
丘
為
舎
利
弗
説
偶
」
と

あ

る

は
、

「
阿
説
示
」

(
=
P
a
li
:
 A
ssa
ji)
 の
誤

で
あ

ろ
う
。

7
 
例

せ
ば
摩
詞

止
観

六
上
 
(
T

4
6
.
 
7
3
c
)
 に
、
「
頻
碑

説

三
諦
、

身

子
破

見
。
」
と

あ
る
。

先

に
引
い
た
輔
行
六

ノ

一
は
こ
れ

に
対
応

す
る
。

8
 
p
.
 
3
9
2
.
 
註
(
1
1
)

に

『
次
第
禅
門
』
の

出
典

と
共

に
挙
げ

ら
る
。

9
 

そ
の
外

に
は
仰

山
に
、
伝
燈
巻

十

一
 (
T
.
 51
.
 
2
8
3
a
)
=
祖

堂
巻
十
八

(
p
.
 
3
3
9
 5
.
 52
)
「
如
今
具
要
誠

心
達
本
。

但
得
其
本
。

不

愁

其

末
。
」

祖
堂
同
 
(
p
.
 
3
5
3
 5
.
 
7
9
)
「
沙
門
者
。

達
本
性
。

息
縁
慮
。
」

10
 

関
口
真

大

『
天
台
小
止
観

の
研
究
』
p
.
 10
2

11
 

同
じ
く
観
陰

入
界
境

の
善
巧
安
心
に
、
教
他

・
信
行

人

の
止
を
説

い
て

「
息
心
達
本
」

(T

4
6
.
 
5
7
a
)
 が
用

い
ら
れ
、
自
行

・
法

行
人

で
は

「
息

心

」

「
知
ニ
心

原

二
 
(T

4
6
.
 5
8
b
)
 が

そ

れ

ぞ

れ

止

と
観

と

に
当

て
ら

れ

て

い

る

の
が

参

考

に

な

る
。

12
 

こ

の
過

程

は

「
反
本

還

源

」

(
T

4
6
.
 49
2
b
)
 と
表

現

さ

れ

る

が
、

こ

れ
は

『
六
妙
法
門
』
の

還

に
見

ら
れ
る
 
(T

4
6
.
 
5
4
9
c
 
etc
.)
 の
み
な

ら

ず
、
他

の
種
種

の
文
献

に
類
似

の
表
現
が
あ
り
、
俊

の
禅
宗

の
十
牛
図
第

九
は
よ
く
知

ら
れ
る
。

13
 
岩
波

文
庫

・
関

口
解
説

p
.
 
2
0
6

14
 

こ
こ
は
異
本

の
差
が
大
き

い
が
、
修
習
止
観
坐
禅
法
要

(T
4
6
.
 
4
6
7
b
)

で
も
実

相
が
説
か
れ
る
。
参
照

『
天
台
小
止
観

の
研
究
』
p
.
 
1
7
8
-
1
8
9

15
 

三
止

の
名

称

は
無

い
本
も
あ
る
。
岩
波

p
.
 174
,
 
9

8

の
各
註
参
照
。

16
 

前
者

は
、
佐
藤
哲
英

『
天
台
大
師
の
研
究
』
p
.
 
1
6
5
-
1
6
6

俊
者

は
上

引
、

関

口
真
大

・
岩
波
文
庫

p
.
 21
1

17
 
参
照
、

新

田
雅
章

『
天
台
実
相
論

の
研
究
』
p
.
 
5
4
7
-
8

18
 

例

え

ば
、
「
論
云
因

縁
所
生
法
者
。

即
生
滅

四
諦
也
。
我

説
即

是

空
。

即
無
生
四
諦

也
。

亦
為
是
仮
名
。

即
無
量
四
諦
也
。

亦
名
中
道
義
。

即
無

作
四
諦

也
。
」

(
摩
詞
止
観
巻
三
下

T

4
6
.
 
2
8
b
)
 の
よ

う

な

章
句

を

参

照
。
原
初
形

が
四
諦

に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
た

こ
と
は
既
述
。

19
 
註

3
に
引
い
た
入
谷
本
 
(
訓
は

p
.
 
6
2
)
 及

び
大
正
蔵
経

の
外
、

宇
井

伯
寿

・
岩
波

文
庫

p
.
 
3
6
-
37
=
訳

一
和
漢

51

p
.
 14

も
ほ
ぼ
同

じ
。
註

4
柳

田
書

p
.
 
3
9
2

註

の
み
は
本
来

の
偶

に
句
読
を
合
わ

せ
る
。

20
 

仰
山
も
同
様
。

註
9
参
照
。

21
 

宗
鏡
録
巻
十
四

T

4
8
.
 
4
9
2
a

入
谷

・
伝
心
法
要

p
.
 
3
6
,
 
14
3

の
各

註
を
参
照
。

22
 

正
蔵
は
異

る
。

参
照
上
引
関

口

・
小

止
観
研
究

p
.
 
17
5
n
.
 5

23

 

次

の
よ

う

な

息

心

を

活

か

し

た
会

通

も

あ

る
。

(35)

 

浬

薬
玄

義

発

源

機

要

巻

一
 (
T

3
8
.
 15
c
-
16
a
)

沙
門
者
。
此
翻
勤
息
。
謂
勤
労
息
断
煩
悩
故
。
瑞
応
経
云
。
息
心
達
本

源
。
故
号
為
沙
門
。
若
乃
息
見
思
之
妄
心
。
達
真
諦
之
本
源
。
蔵
通
沙
門

也
。
息
塵
沙
之
妄
心
。
達
俗
諦
之
本
源
。
別
教
沙
門
也
。
息
無
明
之
妄

心
。
達
中
道
之
本
源
。
円
融
沙
門
也
。
又
次
第
息
三
惑
。
達
三
本
者
。
是

別
沙
門
也
。

一
心
中
息
三
惑
者
。
是
円
沙
門
。

(法
政
大
学
教
授
)
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